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�����今月の主なページ 

 2 武石村の財政状況 
 4 第4回臨時議会 
 5 ともしびの里文化祭 
 6 ともしびの里駅伝大会 
 8 練馬区友好10周年記念 
 10 健康センター通信 
 11 こんにちは社協です 
 15 暮らしの便利帳 
 18 戸籍の窓 

衣鉢相伝 
（いはつそうでん） 

平成１６年１２月１日 �����今月の人口・世帯 
人口……4,315人　世帯……1,454戸 

　11月14日に中央公民館コミュニティー
ホールにて「美ヶ原飛龍太鼓保存会15
周年記念コンサート」が行われました。 
　会場には約300人のみなさんが集まり、
雄大な和太鼓の競演などを堪能してい
ました。 
　また、総合学習の一環として小学3年
生による武石天龍太鼓の演奏も披露さ
れました。 
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億円 

一
般
会
計
歳
出 

平成16年度上半期 

一
般
会
計
歳
入 

特別会計の予算執行状況 

会　　計 予算現額(千円) 収入済額(千円) 収入率(％) 支出済額(千円) 執行率(％)

国 民 健 康 保 険 

老　人　保　健 

診　　療　　所 

303,850 

500,700 

162,300

129,997 

255,069 

52,768

42.8 

50.9 

32.5

139,605 

224,145 

66,457

45.9 

44.8 

40.9

区　　分 歳　　　　　入 歳　　　　　出 

●特別会計は予算収入、予算執行ともに例年並みの率を保っています。 

平成16年4月1日から9月30日までの 
武石村の財政状況をお知らせします。 

●土木費や災害復旧
費は予定されている
事業が完了しておら
ず未払いのため、執
行率が低くなってい
ます。 

歳　出 
予算総額 

31億2,159万円 

議
　
　
会
　
　
費 

総
　
　
務
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民
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水
産
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工
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木
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消
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教
　
　
育
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災

害

復

旧

費 

公
　
　
債
　
　
費 

 予
算
額 

支
出
済
額 

諸
　
支
　
出
　
金
・ 

労
働
費
・
予
備
費 

執行率 0.1％ 55.9％ 0.0％ 32.4％ 63.7％ 24.5％ 32.5％ 37.2％ 53.9％ 33.7％ 35.7％ 
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4～9月の 
支出済額 
12億1,661万円 
執行率 39.0％ 
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歳
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一
般
会
計
歳
入 

会　　計 予算現額(千円) 収入済額(千円) 収入率(％) 支出済額(千円) 執行率(％)

簡　易　水　道 

獅 子 ケ 城 簡 水 

農 業 集 落 排 水 

同　和　住　宅 

160,000 

12,000 

237,500 

2,300

44,895 

4,780 

114,068 

1,104

28.1 

39.8 

48.0 

48.0

32,085 

3,028 

84,504 

899

20.1 

25.2 

35.6 

39.1

区　　分 歳　　　　　入 歳　　　　　出 

●国県補助金や村債などは、事
業の実績に応じて支払われ
たり借り入れが行われるため、
9月末の段階では収入率が低
くなっています。 

村
　
　
　
　
　
税 

 

地
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交
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税 

 

国

県

支
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金 
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入
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越
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収
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村
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予
算
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収
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金 

地
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譲
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税
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他
　
交
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分
担
金
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負
担
金
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使
用
料
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手
数
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22.5％ 0.0％ 99.9％ 33.5％ 9.2％ 43.3％ 73.6％ 57.3％ 72.1％ 収入率 10.7％ 
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歳　入 
予算総額 

31億2,159万円 

4～9月の歳入済額 
18億1,907万円 
執行率 58.3％ 
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十
一
月
六
日
と
七
日
、
と
も
し
び

の
里
文
化
祭
と
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
、
両
日
と
も
会
場
へ

は
村
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
訪
れ
、

武
石
の
芸
術
文
化
と
食
文
化
を
満
喫

し
ま
し
た
。

主
会
場
と
な
っ
た
中
央
公
民
館
に

は
、
盆
栽
や
書
道
、
手
芸
、
絵
画
、

写
真
な
ど
、
村
内
の
サ
ー
ク
ル
や
グ

ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
仕
上
げ
ら
れ

た
作
品
や
、
個
人
の
力
作
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
養
と
も

し
び
に
は
、
小
中
学
生
と
保
育
園
児

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
し
び
博
物
館
で
は
「
と
も
し

び
博
物
館
版
画
・
浮
世
絵
展
」
が
開

催
さ
れ
、
七
日
は
と
も
し
び
茶
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
毎

年
好
評
の
肉
う
ど
ん
や
焼
き
鳥
な
ど

の
味
処
コ
ー
ナ
ー
、
農
産
物
や
水
産

物
の
直
売
、
農
機
具
、
自
動
車
の
展

示
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
、
依
田
窪
病
院
南
駐

車
場
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
他

増
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ

十
月
二
十
六
日
、
県
下
一
斉
河
川

パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
武
石
川
な

ど
村
内
主
要
河
川
約
二
十
ヵ
所
で
投

棄
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
等
の
実
態
把

握
と
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

六
月
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
同
様
、
全

体
的
に
河
川
へ
捨
て
ら
れ
る
粗
大
ゴ

ミ
の
量
は
以
前
よ
り
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
類
の

ゴ
ミ
は
捨
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ろ
ん
な
ご
み
も
分
別
す
れ
ば
資

源
で
す
。
モ
ラ
ル
を
持
っ
て
き
ち
ん

と
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
平
成
十
五
年
度
に
よ
り
効

果
的
か
つ
最
適
な
治
療
を
行
う
た
め

に
三
階
病
棟
か
ら
五
階
病
棟
ま
で
を

従
来
の
診
療
科
別
病
棟
か
ら
機
能
別

病
棟
に
転
換
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
の
三
階
病
棟
は
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
主
に
急
性
期

の
治
療
が
終
了
し
、
要
リ
ハ
ビ
リ
の

患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟

で
す
。
現
行
の
リ
ハ
ビ
リ
室
の
施
設

基
準
に
あ
っ
て
は
、
理
学
・
作
業
療

法
�
の
施
設
基
準
で
す
が
、
今
回
の

増
改
築
に
よ
っ
て
総
合
リ
ハ
�
へ
の

格
上
げ
が
実
現
し
、
さ
ら
に
充
実
し

た
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
総
事
業

費
は
約
二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
下
一
斉
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

増
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭

依
田
窪
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
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〇
武
石
村
に
収
入
役
を
置
か
な
い
条

例村
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

武
石
村
に
収
入
役
を
お
か
な
い
こ

と
と
し
、
収
入
役
の
事
務
は
助
役

が
兼
掌
す
る
も
の
で
す
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，

０
１
９

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
31
億
２
５
８
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

・
内
容

公
共
交
通
施
策
調
査
等
委
託
料

３
３
０
万
８
千
円

水
路
補
修
事
業４

１
２
万
１
千
円

林
道
維
持
管
理
経
費

２
６
３
万
４
千
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

１，

０
６
３
万
円

〇
助
役
の
選
任

小
山
　
守
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

十
一
月
八
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
委

員
長
に
は
互
選
に
よ
り
下
城
嘉
守
氏
が
選
任
さ
れ
、
職

務
代
理
者
に
は
荻
原
茂
雄
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
臨
時
議
会

収
入
役
を
置
か
な
い

条
例
を
可
決

11
月
９
日
、
第
４
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、「
武
石
村
に
収
入
役
を

置
か
な
い
条
例
」
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
新
蔵
収
入
役
の
任
期
が
11
月
17
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
そ

の
後
に
つ
い
て
は
、
収
入
役
の
事
務
を
助
役
が
兼
掌
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

条
　
　
例

補
正
予
算

人
　
　
事

9月豪雨災害によりこわれた大布施頭首工

10月
議会の動き

18 上田地域広域連合議会代表者会議
19 第6回丸子町・長門町・武石村・和田村合併協議会
22 議会全員協議会
27 上田地域広域連合議会
29 第7回丸子町・長門町・武石村・和田村合併協議会
30 第9回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会
30 上田地域広域連合議会

5 福祉企業センター起工式
6 依田窪病院起工式
8 美ヶ原行政事務組合議会
9 第4回臨時議会・議会全員協議会
11 上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会議長会
12 第10回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会

11月

委員長

下 城 嘉 守 氏

職務代理者

荻 原 茂 雄 氏

武石村長門町中学校組合から
栄養士職員の募集について
武石村長門町中学校組合では平成17年度新規

採用職員として栄養士又は管理栄養士１名の募
集をいたします。
募集要件は、年齢35歳以下で栄養士又は管理

栄養士の資格を有する者、又は上記要件を満た
し、平成17年3月31日現在でその資格取得見込
みのある者とします。
募集期限は平成16年12月20日までで、下記ま

でお申し込みをお願いいたします。

お問い合せ先�依田窪南部中学校内組合事務局
電話85-2332

武石村選挙管理委員会
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九
月
八
日
に
開
幕
し
た
第
二
十
六

回
武
石
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

が
十
月
二
十
七
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
六
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
優
勝
目
指
し
て
連
日
連
夜
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
大
会
の
結
果
】

優
　
勝

上
本
入
チ
ー
ム

準
優
勝

小
沢
根
チ
ー
ム

第
三
位

ワ
イ
ン
チ
ー
ム

十
一
月
六
日
と
七
日
に
行
わ
れ
た

農
協
祭
で
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
は
バ
ザ
ー

で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
も

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
を
運
営
し
て
い
る
保

護
者
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
大
成
功
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
集

め
ら
れ
た
品
々
に
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
手
作
り
の

品
々
が
加
わ
り
、
当
日
は
売
り
物
が

公
民
館
前
に
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
並
び

ま
し
た
。
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
て
売
り
子
を
や
る
中
で
、
お

年
寄
り
か
ら
小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
止
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
人
が
絶
え
な

か
っ
た
の
は
子
ど
も
た
ち
が
売
り
子

を
つ
と
め
た
「
お
か
し
す
く
い
」
で

し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り

ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
女
の
子
た
ち
の
心

を
ひ
き
つ
け
た
よ
う
で
す
。
ど
ん
ど

ん
列
が
長
く
な
っ
て
い
く
様
子
を
み

て
子
ど
も
た
ち
の
は
り
き
り
具
合
も

高
ま
り
ま
し
た
。
中
に
は
毎
年
バ
ザ

ー
を
楽
し
み
に
し
て
き
て
く
れ
る
方

も
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
が
多
く
の

方
々
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。「
あ
ー
疲
れ
た
。
で
も

楽
し
か
っ
た
。」
最
後
は
こ
ん
な
満
足

の
声
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
保
護
者
の
声
》

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
雑
貨
か
ら

洋
服
等
い
ろ
い
ろ
な
用
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。
地
域
の
方
と
の
交
流
も
で

き
、
み
な
さ
ん
喜
ん
で
買
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〜
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
バ
ザ
ー
大
成
功
!!
〜

優
勝
　
上
本
入
チ
ー
ム

第
三
位
　
ワ
イ
ン
チ
ー
ム

準
優
勝
　
小
沢
根
チ
ー
ム

12月4日～10日 毎年12月10日は国連が定めた「人権デー」。 
日本では毎年12月4日から10日までを「人権週間」と定め、 
人権尊重思想の普及高揚に努めています。 

平成16年度啓発活動重点目標 

育てよう　一人一人の　人権意識 
－身近なことから人権を考えてみませんか－ 
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十
月
二
十
四
日
、
秋
晴
れ
の
空
の

下
、
県
内
外
よ
り
九
十
二
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
第
十
五
回
「
と
も
し
び
の

里
駅
伝
大
会
」
と
第
十
九
回
「
上
田

市
東
御
市
小
県
郡
市
町
村
対
抗
駅
伝

大
会
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
少
々
肌
寒
く

感
じ
ま
し
た
が
、
午
前
十
一
時
に
と

も
し
び
博
物
館
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
全
長
二
十
五
・

一
�
の
道
の
り
を
、
一
本
の
タ
ス
キ

を
七
人
で
受
け
渡
し
て
、
木
々
の
紅

葉
を
背
に
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ー
ス
の
集
計
を
待
つ
間
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
飛
龍
太
鼓

の
勇
壮
な
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
の
結
果
は
「
練
馬
区
Ｅ
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
チ
ー
ム
Ａ
」
が
昨
年
に
続

い
て
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

二
位
に
六
分
近
く
の
差
を
付
け
て
優

勝
し
ま
し
た
。

村
内
か
ら
は
、
と
も
し
び
の
里
駅

伝
大
会
に
小
中
学
生
、
職
場
な
ど
思

い
思
い
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
十
三

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
上
田
市

東
御
市
小
県
郡
市
町
村
対
抗
駅
伝
大

会
で
は
、
武
石
村
チ
ー
ム
は
一
般
の

部
で
五
位
、
小
中
学
生
の
部
で
五
位

と
健
闘
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
十
分
発
揮
し
ま
し
た
。

第
15
回

と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会

優
　
勝

練
馬
区

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
チ
ー
ム
Ａ

（
１
時
間
19
分
58
秒
）

準
優
勝

阿
南
高
校
Ｍ
ｉｘｒｕｎｎｅｒ，
ｓ

（
１
時
間
26
分
33
秒
）

第
３
位

駒
ケ
根
中
沢
Ｒ
Ｃ
‐
Ｃ

（
１
時
間
26
分
37
秒
）

第
４
位

ほ
ぼ
「
97
」

（
１
時
間
27
分
44
秒
）

第
５
位

友
遊
会
ド
リ
ー
ム

（
１
時
間
27
分
58
秒
）

第
19
回

上
田
市
東
御
市
小
県
郡

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

優
　
勝
上
田
市（
１
時
間
21
分
09
秒
）

準
優
勝
丸
子
町（
１
時
間
21
分
13
秒
）

第
３
位
東
御
市（
１
時
間
25
分
57
秒
）

第
４
位
真
田
町（
１
時
間
28
分
31
秒
）

第
５
位
武
石
村（
１
時
間
30
分
46
秒
）

第
６
位
青
木
村（
１
時
間
40
分
28
秒
）

第
７
位
長
門
町（
１
時
間
47
分
45
秒
）

第
８
位
和
田
村（
２
時
間
00
分
30
秒
）

優
　
勝
丸
子
町（
１
時
間
31
分
19
秒
）

準
優
勝
真
田
町（
１
時
間
35
分
26
秒
）

第
３
位
東
御
市（
１
時
間
36
分
32
秒
）

第
４
位
上
田
市（
１
時
間
36
分
52
秒
）

第
５
位
武
石
村（
１
時
間
48
分
48
秒
）

武
石
村
チ
ー
ム
の
個
人
成
績

（
敬
称
略
、
丸
数
字
は
区
間
順
位
）

第
１
区
3.5
�
松
久
哲
治
11
分
40
秒
�

第
２
区
3.7
�
内
田
常
夫
11
分
46
秒
�

第
３
区
2.0
�
高
橋
侑
子
09
分
37
秒
�

第
４
区
3.3
�
岡
村
駿
祐
12
分
23
秒
�

第
５
区
3.6
�
小
林
　
平
14
分
48
秒
�

第
６
区
3.7
�
荻
原
悠
紀
12
分
09
秒
�

第
７
区
5.3
�
小
宮
山
亮
太
18
分
23
秒
�

第
１
区
3.5
�
掛
川
僚
太
16
分
29
秒
�

第
２
区
3.7
�
松
井
慎
哉
12
分
31
秒
�

第
３
区
2.0
�
清
住
祐
梨
子
09
分
58
秒
�

第
４
区
3.3
�
下
城
大
和
17
分
21
秒
�

第
５
区
3.6
�
掛
川
和
真
15
分
36
秒
�

第
６
区
3.7
�
岡
村
隆
徳
12
分
52
秒
�

第
７
区
5.3
�
樋
沢
拓
紀
24
分
01
秒
�

十
月
三
十
一
日
、
第
十
一
回
を
迎

え
た
分
館
親
善
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を

会
場
に
お
よ
そ
百
十
名
の
み
な
さ
ん

が
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
上
位
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

優
　
勝

七
ヶ
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

薮
合
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位

片
羽
Ａ
チ
ー
ム

【
個
人
の
部
】（
敬
称
略
）

優
　
勝

七
ヶ
　
黒
木
　
亨

準
優
勝

薮
合
　
渡
辺
弘
一

第
３
位

七
ヶ
　
剣
持
　
勇

【
大
会
の
結
果
】

《
男
子
》

優
　
勝

伏
見
・
伊
藤
ペ
ア（
武
石
村
）

準
優
勝

曲
尾
・
荻
原
ペ
ア（
丸
子
町
）

第
３
位

小
林
・
山
寺
ペ
ア（
武
石
村
）

《
女
子
》

優
　
勝

横
山
・
柳
沢
ペ
ア（
丸
子
町
）

準
優
勝

福
井
・
芹
沢
ペ
ア（
丸
子
町
）

第
３
位

牛
山
・
山
下
ペ
ア（
長
門
町
）

大
会
の
結
果

★
一
般
の
部

★
小
・
中
学
校
の
部

★
一
般
の
部

★
小
・
中
学
校
の
部

第
22
回
村
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
11
回
分
館
親
善

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

優勝　練馬区EKIDENチームＡ
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児
童
福
祉
法
は
虐
待
の
発
見
者
に

つ
い
て
児
童
相
談
所
や
福
祉
事
務
所

へ
通
告
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
民
一
般
に
課
せ
ら
れ
た

義
務
で
あ
り
ま
す
が
、
児
童
虐
待
防

止
法
は
、
学
校
の
教
職
員
や
児
童
福

祉
関
係
者
な
ど
は
、
虐
待
の
早
期
発

見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
虐
待
を
発

見
し
た
場
合
は
速
や
か
に
通
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
人
た
ち
に
は
と
り

わ
け
強
い
通
告
義
務
の
履
行
を
求
め

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

通
告
は
確
証
が
な
く
て
も
可
能
で

あ
り
、
誤
報
に
た
い
す
る
責
任
が
追

及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

虐
待
を
す
る
親
は
虐
待
の
事
実
を

隠
そ
う
と
し
ま
す
し
、
子
供
も
親
を

か
ば
お
う
と
す
る
の
で
、虐
待
は
潜
在

化
し
や
す
い
わ
け
で
す
。
こ
の
た
め
、

教
職
員
な
ど
日
常
的
に
子
ど
も
や
家

庭
に
接
し
て
い
る
人
た
ち
が
虐
待
の

兆
候
（
サ
イ
ン
）
を
早
め
に
見
抜
く

こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

以
下
の
三
つ
の
不
自
然
さ
に
気
付

け
ば
虐
待
を
疑
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
兆
候
が
見

え
た
か
ら
と
い
っ
て
即
虐
待
と
判
断

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
注
意
深
く
見
守

る
か
、
同
僚
や
上
司
、
専
門
機
関
に

相
談
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
親
が
不
自
然

子
ど
も
の
け
が
の
状
況
と
こ
れ
に

対
す
る
親
の
説
明
に
食
い
違
い
が
あ

る
、
説
明
内
容
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
、

教
員
と
の
面
談
を
拒
む
、
家
庭
訪
問

を
し
て
も
子
ど
も
に
会
わ
せ
よ
う
と

し
な
い
、
転
居
歴
が
不
自
然
に
多
い

な
ど
。

☆
子
ど
も
が
不
自
然

不
自
然
な
キ
ズ
が
い
つ
も
に
見
ら

れ
る
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
乱
暴
で

あ
る
、
さ
さ
い
な
注
意
に
対
し
て
パ

ニ
ッ
ク
に
な
る
、
身
体
接
触
を
極
端

に
嫌
が
る
、
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も

不
潔
で
あ
る
な
ど
。

☆
親
子
関
係
が
不
自
然

親
の
前
で
子
ど
も
が
萎
縮
す
る
、

親
の
子
ど
も
を
見
る
目
が
鋭
い
、
お

互
い
に
視
線
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
な

い
な
ど
。

人権教育紙上講座
№333

教育委員会
同和対策室

児
童
虐
待
・
早
期
発
見
の
手
だ
て

不
自
然
さ
の
見
極
め
を
〜
疑
う
べ
き
兆
候

○生かされる理由（鈴木秀子）
○武田三代軍記（千秋社）
○上杉軍記(春日山日記)（千秋社）
○信州の風景画(油彩・水彩画編)
○結婚帝国女の岐れ道

（上野千鶴子信田さよ子著）
○クマ先生の「共育」道場（守屋義雄著）
○二十歳からの冠婚葬祭（日常出版）
○社会人のための法律Ｑ＆Ａ（日常出版）
○社会人のための常識マニュアル

（日常出版）
○なんどでもやり直せ

～ぼくの体験的子育て論～
（汐見稔幸著）

○伝記井出弥門（井出丑男編著）

公民館図書室だより
～新刊が入りました、ご利用ください。～

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

間
は
再
就
職
で
き
ず
、
今
年
か
ら

ふ
れ
あ
い
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
受
注
工
場
か
ら
の
引

き
合
い
で
短
期
就
労
者
と
し
て
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り

籍
を
残
し
た
ま
ま
今
も
そ
の
工
場

で
働
い
て
い
ま
す
。

三
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、再

就
職
の
意
思
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
る
こ
と
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
選

り
好
み
し
な
い
こ
と
、
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
た
と
え
賃
金
が
安
く
、

待
遇
に
不
満
が
あ
っ
て
も
と
に
か

く
働
い
て
み
る
、
と
い
う
気
持
ち

が
再
就
職
の
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
や
Ｃ
さ
ん
も
い

つ
か
は
ふ
れ
あ
い
を
卒
業
し
、
採

用
に
な
る
よ
う
に
応
援
し
て
ま
す
。

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

に
は
リ
ス
ト
ラ
や
工
場
閉
鎖
で
退

職
し
、
な
か
な
か
就
職
が
決
ま
ら

な
い
み
な
さ
ん
も
多
く
働
い
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
再
就
職
を
希
望
す

る
方
の
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
で
は

所
外
就
労
研
修
と
し
て
他
の
企
業

に
ア
ル
バ
イ
ト
に
出
す
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
最
近
利

用
し
た
三
人
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
さ
ん
（
四
十
代
男
性
）
は
、

自
動
車
の
免
許
が
な
い
た
め
、
村

内
企
業
の
就
職
を
希
望
し
ま
し
た

が
果
た
せ
ず
に
困
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
夏
の
忙
し
い
間
だ

け
籍
を
ふ
れ
あ
い
に
置
い
た
ま
ま

開
発
公
社
で
皿
洗
い
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
評
判
が
よ
く
、
冬
も
頼

む
と
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
（
四
十
代
女
性
）
は
、ふ

れ
あ
い
に
籍
を
残
し
た
ま
ま
県
の

就
職
支
援
員
に
紹
介
さ
れ
た
隣
町

の
工
場
に
二
ヵ
月
通
い
、
十
月
末

で
ふ
れ
あ
い
を
退
職
し
て
晴
れ
て

そ
の
会
社
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
さ
ん
（
五
十
代
男
性
）
は
、

工
場
が
閉
鎖
と
な
っ
た
あ
と
数
年

〜
が
ん
ば
れ
再
就
職
籍
を
残
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
〜
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練
馬
区
と
武
石
村
と
の
交
流

●
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
、
練
馬
区

が
武
石
村
上
本
入
内
の
山
に
林
間
学

校
施
設
と
し
て
「
練
馬
区
立
武
石
少

年
自
然
の
家
（
本
館
）」
を
開
所
。
四

季
を
通
じ
て
、
年
間
約
二
万
二
千
人

の
区
民
が
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
。

春
（
五
月
連
休
明
け
〜
七
月
上
旬
）

と
秋
（
九
月
〜
十
月
末
）
に
は
、
区

教
育
委
員
会
事
業
で
、
移
動
教
室
と

し
て
小
学
校
五
・
六
年
生
が
、
年
間

延
べ
七
千
人
宿
泊
し
、
登
山
や
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
る
。（
特
に
武
石
小

と
の
田
植
え
・
稲
刈
り
交
流
）

夏
休
み
に
は
林
間
学
校
と
し
て
中

学
生
の
ク
ラ
ブ
合
宿
と
し
て
利
用
。

冬
（
正
月
明
け
〜
三
月
上
旬
）
に

は
、
中
学
生
の
ス
キ
ー
教
室
が
あ
り
、

年
間
延
べ
七
千
人
の
中
学
二
年
生
が

番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
に
て
、
地
元
ス

キ
ー
指
導
員
に
教
わ
る
。
ス
キ
ー
教

室
事
業
は
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
始

ま
り
、
初
年
度
は
四
校
、
次
年
度
は

八
校
、
昭
和
六
十
年
度
以
降
は
年
間

十
七
校
が
訪
れ
て
い
る
。
学
校
利
用

以
外
は
年
間
を
通
じ
て
、
一
般
の
区

民
が
利
用
し
、
特
に
夏
休
み
に
は
少

年
団
体
の
合
宿
が
多
い
。

●
平
成
六
年
十
二
月
に
は
一
般
区
民

の
宿
泊
保
養
施
設
と
し
て
、「
練
馬
区

立
武
石
少
年
自
然
の
家
新
館
」
を
開

所
。
年
間
延
べ
七
千
人
か
ら
八
千
人

が
宿
泊
。
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
る
。

家
族
連
れ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
が
利
用
。
夏
場
は
美
ヶ
原

や
霧
ケ
峰
な
ど
へ
の
観
光
に
、冬
場
は

ス
キ
ー
の
利
用
者
が
多
い
。夏
場
希
望

者
に
は
、
地
元
で
収
穫
体
験
や
そ
ば

打
ち
体
験
を
実
施
。
平
成
十
三
年
七

月
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
四
面
を
新
設
。

●
雲
渓
荘
が
平
成
七
年
に
練
馬
区
の

区
民
保
養
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
、

年
間
延
べ
約
千
人
が
利
用
。

●
武
石
小
児
童
が
修
学
旅
行
と
し
て
、

千
葉
県
岩
井
海
岸
に
あ
る
「
練
馬
区

立
岩
井
少
年
自
然
の
家
」
を
宿
泊
場

所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

●
特
別
村
民
事
業
と
し
て
一
般
募
集

会
員
と
は
別
に
、
練
馬
区
民
を
対
象

に
募
集
。
内
容
は
、
武
石
周
辺
の
観

光
地
を
巡
り
、
そ
ば
打
ち
体
験
が
付

い
た
一
泊
二
日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
、

希
望
者
に
は
夏
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

冬
に
は
手
打
ち
そ
ば
と
お
も
ち
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

●
平
成
六
年
に
は
練
馬
区
と
武
石
村

で
友
好
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
。

●
平
成
七
年
に
は
災
害
時
の
相
互
援

助
協
定
書
に
調
印
。

●
練
馬
区
主
催
の
お
祭
り
（
照
姫
祭

り
・
区
民
祭
）
に
売
店
等
出
店
し
て

い
る
。

小学校稲刈り交流

新　館

本　館

練
馬
区
と
の
友
好
提
携 

　
　
ベ
ル
デ
武
石
新
館
オ
ー
プ
ン 

10
周
年
記
念 

特別企画 　練馬区との友好提携とべルデ武石新館オープンがともに10周年を迎え、練馬
区のご好意により、特別企画として平成16年12月1日から平成17年3月31日まで、
武石村民に限り下記の施設を練馬区民と同金額にて利用頂けます。 
（ただし12月29日～1月3日を除く） 

◆ ベルデ軽井沢（練馬区立軽井沢少年自然の家） 北佐久郡軽井沢町大字追分１３４１-１ 
◆ ベルデ下田（練馬区立下田少年自然の家） 静岡県下田市須崎７３ 
◆ ベルデ武石（新館）（練馬区立武石少年自然の家） 武石村大字上本入字内の山２４６９ 
◆ 練馬区立岩井少年自然の家 千葉県安房郡富山町久枝８３７ 

利用料金は、下記の①～③の合計金額となります。 

お問合せはベルデ武石フロント（86-2525）まで！ 

※8人室には個室使用料はかかりません。また、テレビ・冷蔵庫の設備と布団の上げ下ろしのサービスもございません。 
※ベルデ武石（新館・本館）ご利用の際は、別途入湯税がかかります。（中学生以上一人１泊150円） 
※幼児が寝具を使用する場合は、基本料金（750円）がかかります。 
※日帰り利用および入浴のみの利用はできません。 

ベルデ軽井沢  3,000円 4,000円 無料  
ベルデ下田 － 1,000円 －  
ベルデ武石本館 3,000円 － 無料  
ベルデ武石新館 － 4,000円 －  
ベルデ岩井 3,000円 4,000円 無料 

3名定員室 4名定員室 8名定員室 施　設 

③個室使用料 

中学生 
750円 

小学生 
750円 

幼　児 
無料（750） 

大　人 
1,500円 

①基本料金 

中学生 
3,000円 

小学生 
1,300円 

幼　児 
1,300円 

大　人 
3,000円 

②食事代 
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十
月
十
二
日
、
上
田
市
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
一
回
上

田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村

社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
、
市

町
村
に
ひ
と
つ
の
社
会
福
祉
協
議
会

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
関
係
市
町
村

の
合
併
協
議
会
設
置
に
と
も
な
い
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
合
併
に

向
け
て
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
合
併
の
方
式
は
新

設
対
等
合
併
と
す
る
こ
と
、
事
務
所

は
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

と
す
る
こ
と
、
規
約
、
組
織
体
制
、

合
併
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
予
算
、

協
定
項
目
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
会
長
に
石
川
幸

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
副
会

長
に
丸
子
町
、
真
田
町
、
武
石
村
の

各
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ

の
ほ
か
、
組
織
お
よ
び
事
務
局
体
制
、

予
算
な
ど
に
つ
い
て
も
合
併
協
議
会

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
依
田
窪
地
域
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
合
併
に
つ
い
て
も
十
月
十

一
日
に
丸
子
町
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
第
一
回
丸
子
町
・
長

門
町
・
武
石
村
・
和
田
村
社
会
福
祉

協
議
会
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。協

議
会
で
は
、
合
併
の
方
式
は
新

設
対
等
合
併
と
す
る
こ
と
、
事
務
所

は
丸
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

と
す
る
こ
と
、
規
約
、
組
織
体
制
、

合
併
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
予
算
、

協
定
項
目
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
協
議
会
の
会
長
に
両
角
辰

文
丸
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
副

会
長
に
長
門
町
、
武
石
村
、
和
田
村

の
各
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
上
田
地
域
社
会
福
祉
協
議

会
合
併
協
議
会
同
様
の
協
議
を
し
て

い
き
ま
す
。

十
月
二
十
六
日
、
蓼
科
温
泉
へ
紅

葉
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
山
は
色
づ
き
始
め
、

赤
い
も
み
じ
が
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
会
の
名
称

が
「
武
石
も
み
じ
会
」
と
決
ま
り
ま

し
た
。

会
　
長
　
七
ヶ
　
小
林
信
雄
さ
ん

副
会
長
　
片
羽
　
矢
島
て
る
子
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
旅
行
、
宅
配
と
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
武
石
も
み
じ

会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
二
十
三
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
地
震
が
発
生
し
、
火
災

が
起
き
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
日
赤
奉
仕
団
の
み

な
さ
ん
に
も
炊
き
出
し
訓
練
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
火
災
が
お
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、心

の
準
備
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

独
居
の
会
名
称
決
ま
る

名称は「武石もみじ会」

鳥　　　屋 104,000 104 
　　沖 145,500 145 
薮　　　合 118,200 120 
中　　　島 36,000 36 
七　　　ケ 162,200 166 
片　　　羽 61,000 62 
堀　之　内 66,000 66 
市　之　瀬 56,300 57 
下　本　入 77,600 28 
権　　　現 28,000 26 
下 小 寺 尾 26,000 26 
上 小 寺 尾 27,000 27 
唐　　　沢 23,000  24 
築　地　原 27,000 25 
大布施巣栗 19,000 18 
西　　　武 18,000 18 
小　沢　根 82,000 80 
余　　　里 62,500 61 
合　　　計 1,139,300 1,141

地区名 金額(円) 戸数 

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

上
田
地
域
と
依
田
窪

地
域
の
合
併
協
議
が

始
ま
り
ま
し
た

避
難
訓
練

◇
期
日
　
12
月
8
日（
水
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
社
協
で
常
時
受
付
で
き
ま
す

◇
期
日
　
12
月
13
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
上
田
補
聴
器

◇
期
日
　
12
月
10
日（
金
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
12
月
14
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
12
月
12
日（
日
）

◇
場
所
　
武
石
村
中
央
公
民
館

◇
期
日
　
12
月
14
日（
火
）

◇
対
象
者
　
独
居
（
80
歳
以
上
）

二
人
暮
ら
し

（
介
護
認
定
4
・
5
）

結
婚
相
談
日

心
配
ご
と
・
人
権
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

弁
当
宅
配
サ
ー
ビ
ス

や
す
ら
ぎ
忘
年
会
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寝
た
き
り
や
痴
呆
等
に
な
ら
な
い

状
態
で
生
活
で
き
る
期
間
を
健
康
寿

命
と
位
置
付
け
、「
健
康
た
け
し
21
」

の
目
標
の
一
つ
に
「
健
康
寿
命
の
延

伸
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
武
石
村
の
介
護

保
険
の
利
用
状
況
か
ら
健
康
寿
命
の

阻
害
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

武
石
村
の
認
定
率
は
一
九
・
九
％

平
成
十
二
年
四
月
に
介
護
保
険
制

度
が
ス
タ
ー
と
し
て
以
来
、
認
定

者
・
認
定
率
と
も
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
五
年
四
月
時
点
で
の
認

定
率
は
、
国
が
一
四
・
五
％
に
対
し
、

武
石
村
は
一
九
・
九
％
で
す（
図
１
）。

ま
た
、
介
護
度
別
介
護
保
険
利
用

者
の
年
次
推
移
は
、「
要
介
護
１
」
が

増
加
率
も
高
く
割
合
も
一
番
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

要
介
護
者
の
原
因
疾
患
の

五
割
以
上
が
脳
血
管
疾
患
!!

平
成
十
六
年
二
月
の
要
介
護
者
の

原
因
疾
患
を
介
護
度
別
に
見
て
み
る

と
、
介
護
度
三
か
ら
五
で
は
脳
血
管

疾
患
の
三
〇
・
〇
％
と
痴
呆
（
脳
血

管
性
の
も
の
が
主
）
の
二
三
・
三
％

で
五
割
以
上
が
脳
血
管
に
関
わ
る
疾

患
で
要
介
護
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
全
国
と
の
比
較
で
は
、
脳
血
管

疾
患
は
一
番
多
い
原
因
疾
患
で
あ
り
、

そ
の
割
合
も
類
似
し
た
傾
向
で
す
が
、

武
石
村
は
痴
呆
の
割
合
が
多
く
、
全

国
の
ほ
ぼ
二
倍
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
３
）。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
前
号
で
の
死

因
と
同
様
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
お

い
て
も
「
血
管
を
守
る
！
」
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

子育て支援事業推進委員会が発足し活動を始めて１年が
過ぎました。
これまでに、生活リズムに関するアンケートや子育て講

演会の開催をはじめ委員会での話し合いと学習会を重ねて
きました。これからの取り組みを更に充実させていくため
に小委員会（「生活リズム」「あそび」「生活体験」委員会）
に委員として皆さんにご参加いただきたく募集をします。
子どもの“育ち”を応援するために貴方の力をお貸し下さい。

健康センター
通信12月号

保健福祉課
℡85-2067

「
健
康
た
け
し
21
を
読
む
」

そ
の
②
　
健
康
寿
命
の
阻
害
状
況
は
…
？

12月13日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

14日 火 あそびの教室（自由あそびの日） 午前10:00～11:30

15日 水 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00

幼児歯科健診 午後 1:15～ 1:30（受付）

17日 金 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30

20日 月 あそびの教室 午前10:00～11:30

22日 水 乳児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）

12月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

【図1】認定率の推移 
 　　　　　(介護保険事業報告)

武石村 年 月 全　国 

認定率(%)

H12年4月 14.7 10.1 

H13年4月 16.7 11.5 

H14年4月 18.3 13.0 

H15年4月 19.9 14.5

【図2】介護度別原因疾患の割合 

介護度3～5 

要支援～介護度2
内訳 

全　　　国  

武　石　村  

脳血管 

27.7 

26.7 

41.7 

18.1

痴呆 

10.7 

19.8 

35.0 

11.2

関節 

10.4 

12.8 

5.0 

16.4

【図3】原因疾患-全国比率（％） 
30 

25 

20 

15 

10 

5 

0
脳血管 痴呆 関節 

全国 武石村 

●募集期間：12月末
●申し込み先
教育委員会………………TEL：85-2030または
推進委員会会長（下城）…TEL：86-2147

尚、今後の予定として、スローガンの募集と農
林業やものづくり、文化伝承等の技をお持ちの方
の登録を考えていますのでご協力をお願いします。

★★★★子育て支援事業推進委員会から準委員募集!!★★★★
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●きのこご飯●
健康センターより

〈材料〉4人分

・米 ………………2カップ

・水………………米と同量 ・出し昆布 …………１枚　

�【酒…大さじ１、塩…小さじ2／5、しょう油…大さじ１】

・きのこ（しめじ、えのき、まいたけ、椎茸などを混ぜて）……200ｇ　

�【しょうゆ…大さじ1弱、酒…小さじ2、みりん…小さじ2】

・青海苔………………適宜

〈作り方〉

①米はといでざるに上げ、分量の水に30分以上つけておく。
②きのこは食べやすい大きさにほぐし、�の調味料で煮付けて汁気を切っておく。
③①の米に�の調味料と②のきのこを加えて炊く。
④炊き上がったら、全体を混ぜて器に盛り青海苔を散す。

〈1人分の栄養価〉

・エネルギー…………299キロカロリー

・たんぱく質…………5.2g ・糖　質 …………31.8g

・脂　質 ……………0.7g ・食　塩 ……………1.2g

～ご飯のおいしい季節です
炊き込みご飯はいかがでしょうか～

◆入所申込みの注意事項　 
　保育所へ入所できる児童は、保護者や家族の方

が、次のような理由で児童を保育できないと認め

られる人です。 

①通常昼間に居宅外で働いていること。 

②昼間に居宅内でその児童と離れて、日常の家事

以外の労働をしていること。 

③妊娠中であるか、出産後間がないこと。 

④病気や負傷したり、精神や身体に障害を有して

いること。 

⑤長期間病気、精神や身体に障害を持つ同居の家

族を常に介護していること。 

⑥震災、風水害、火災等の災害によりその復旧に

当たっていること。 

⑦村長が前期①～⑥に近い状態にあると認めた場合。 

  
◆申込みを必要とする児童 
　新たに入所される児童 
 
◆当日の持ち物 
①入所申込書 

②印鑑 

③筆記用具 

④新規に保育料を口座引き落しされる方は、口座

振替依頼書 
 

◆お問い合わせ先 
　役場住民課児童福祉係（℡85‐2827） 

平成17年度保育所の 
入所申し込み説明会と受付は12月5日です。 

平成17年度の保育所入所申込みの説明会と受付を、次の日程で行います。 

日時�平成16年 12月5日(日) 
　　　午前10時～ 
場所�中央公民館第一会議室 

保育園 やきいも会 

広報武石 平成１６年１２月号　No.449（12）

　請求書の内容について、利用していないのであれば、一切支払
う必要はありません。請求には応じないようにしましょう。面倒
だからといって、請求されている料金を支払うことは、利用を認
めたことになるので絶対にやめましょう。一度でも支払ってしま
うと、脅せば金を出すと思われ、その情報が業者間で流れる可能
性もあります。 
　また、携帯電話などで請求を受けた場合には、毅然とした態度
で断りましょう。それでも支払いを要求してくる場合は、請求相
手に対して請求の根拠となるものの提示を求め、自分が実際の利
用者ではないことを説明しましょう。  
  
　請求してきた者などに対し、返信したり、氏名、住所、勤め先
など自分の個人情報を教えたりすることは絶対にやめましょう。
新たな個人情報を知られると、別の手段で請求してくることが予
想されます。 
  
　請求を受けて支払ってしまったり、判断に迷ってしまったりし
た場合には、請求の葉書や文書などは捨てずに、近くの警察本部
または警察署などに相談しましょう。 

　最近、郵便やメールなどを利用した「架空請求」が急増して

います。架空請求の書面には、受け取った人の不安をあおるよ

うなことが書かれています。しかし、「何かあると恐いから、これく

らいなら払ってしまおう」と支払うことは、新たなトラブルのもとで

す。覚えのない不当な請求は支払わないよう注意しましょう。 

架空請求を受けた場合には、次のことに注意して対処しましょう。 ●「架空請求」の対処法 

架空請求に 
ご注意を！ 
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人
権
週
間
の
一
環
と
し
て
人
権
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
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じ
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・
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・
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待
等
子
ど
も
に
関
わ
る
問
題
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セ

ク
ハ
ラ
・
性
的
差
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等
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に
関
わ
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問
題
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親
子
・
夫
婦
、
近
隣
・
境

界
、
借
地
・
借
家
、
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続
等
の
問
題

な
ど
、
日
常
困
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て
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こ
と
に
つ

い
て
何
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
当
日
お
出
に
な
れ
な
い

方
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地
元
の
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権
擁
護
委
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ま
た
は

長
野
地
方
法
務
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田
支
局
に
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て
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談
に
応
じ
ま
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の
で
ご
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◇
日
時

12
月
13
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

◇
場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
人
権
擁
護
委
員

沖

笠
原
澄
子
さ
ん

余
里
　
北
澤
利
雄
さ
ん

◇
長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

℡
23
‐
２
０
０
１

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

の
放
送
授
業
を
中
心
に
自
宅
で
学
べ

る
正
規
の
大
学
で
す
。

生
涯
学
習
を
目
的
に
短
期
間
在
学

し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
習
す
る
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と
も
で
き
ま
す
。

◇
募
集
す
る
学
生
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全
科
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修
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大
学
卒
業
コ
ー
ス
）

選
科
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間
在
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コ
ー
ス
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科
目
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ヵ
月
在
学
コ
ー
ス
）

大
学
院
修
士
選
科
生
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在
学
コ
ー
ス
）

大
学
院
修
士
科
目
生
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六
ヵ
月
在
学
コ
ー
ス
）

◇
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願
受
付
期
間

平
成
16
年
12
月
15
日
〜

平
成
17
年
２
月
28
日

◇
授
業
開
始

平
成
17
年
４
月
１
日

◇
視
聴
方
法

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
ま

た
は
、
再
送
信
し
て
い
る
各
地
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
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◇
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料
の
請
求
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無
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送
付
）

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
３
９
２
‐
０
０
０
４

諏
訪
市
諏
訪
１
‐
６
‐
１

ス
ワ
プ
ラ
ザ
ビ
ル
４
階

℡
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２

（
月
曜
日
、
祝
日
休
み
）

県
立
佐
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技
術
専
門
学
校
は
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
新
し
く
訓
練
科
目

を
設
置
し
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
科
名

短
期
過
程
【
Ｎ
Ｃ
機
械
シ
ス
テ
ム

科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

科
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
科

の
各
科
前
期
10
名
】

普
通
過
程
【
生
産
シ
ス
テ
ム
科

（
加
工
・
設
計
コ
ー
ス
、
設
計
・

制
御
コ
ー
ス
、
制
御
・
加
工
コ
ー

ス
）
各
10
名
】

◇
募
集
期
間

平
成
17
年

１
月
４
日（
火
）〜
18
日（
火
）

◇
お
問
合
せ
先

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
学
校

（
℡
０
２
６
７
‐
62
‐
０
５
４
９
）

12月 12月 
人
権
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

11月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
！

放
送
大
学
の
平
成
17
年
度

第
１
学
期
学
生
募
集

今年も年の瀬となりました。
年の始めのご挨拶、年賀状のご準備は

お済みですか。
今年も年賀状の引き受けが、12月15

日（水）から始まります。
お早めに年賀状を差し出され、ゆったり

とした気分で年の瀬をお過ごしください。

なお、今年も待望の年末ジャンボ宝く
じが11月22日（月）から発売されており
ます。
数に限りがございますのでご希望の方

は、お早めに武石郵便局（℡85‐2520）
までお申し出下さい。

県
立
佐
久
技
術
専
門
学
校

入
校
生
募
集

12月15日
年賀状の引き受け開始
～武石郵便局からのお知らせ～

●夕暮れ時の早め点灯の推進 
●高齢者の交通事故防止 
●シートベルト着用の徹底 

【運動の重点】 

【スローガン】 
『夜の道  マナーも光れ  反射材』 

12月11日（土）～31日（金）までの21日間 
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 「世界一安全な国」といわれてきた日本。しかし最近、住宅に侵
入し、金品を奪うなどの「住宅侵入犯罪」が増加しています。しか
も、こうした侵入犯罪の手口は、年々、大胆で巧妙なものになって
きています。危険な住宅侵入犯罪から大切な我が家を守るためには、
その手口を知り、適切な対策をとることが大切です。  
  

  
　住宅侵入犯罪は年々増加傾向にあります。 
　なかでも、その大半を占める侵入窃盗の認知件数は、平成10年と
比べて10万件も多い、約33万件にのぼります。 
　さらに、そのうちの約6割は、一戸建て住宅やマンション・アパ
ートなどの個人住宅をねらったものとなっています。 
　こうした住宅侵入の手口でもっとも多いのは、窓ガラスの錠の周
辺を割り、錠を開けて侵入する「ガラス破り」です。マンション・
アパートの場合、それに次いで、玄関や勝手口のカギを特殊な器具
などを使って開錠する手口が多くなっています。また、一戸建て住
宅の場合、住宅侵入の手口の中で「施錠していないドアや窓からの
侵入」が、約3割を占めています。 
　住宅侵入窃盗が行われるのは、深夜ではなくお昼過ぎ、午後2時
～4時の間がピーク。午後のちょっとしたお出かけ、買い物などの
間に、侵入窃盗は行われています。  
  
 「いままで入られたことがないから」「カギはいつもかけている
から」などといって安心していませんか。侵入者は、知らぬ間にあ
なたの身近に迫ってきているのです。 

　コミュニティ助成事業とは、財団法人 自治総合センターが、宝
くじの普及広報事業費として受け入れる宝くじ受託事業収入を財源
とし、コミュニティ活動に助成を行うことにより、コミュニティの
健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報事業を行うものです。     
　今回購入した物は、テントが６張り、アルミ製机３０台、アルミ
製折りたたみイス50脚です。 
　このテント、イス、机は「ともしびの里駅伝大会」や「文化祭」
の際にすでに使用されています。       
　今後は、村の様々な行事にその姿を見せることになります。また、
地域のコミュニティ活動の際にお貸ししますのでご利用下さい。区、
団体等の祭りやイベント等で利用したい場合は、武石村役場企画財
政課まで御連絡ください。 

【問い合わせ先】武石村役場企画財政課　TEL85-2311(代)

コミュニティ助成事業で新しいテント、 
机、イスを購入しました。 

住宅侵入犯罪防止 ～ねらわれています 大切な我が家～ 

増え続ける住宅侵入犯罪 

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 

400,000
（件） 

300,000

200,000

100,000

0

■住宅対象侵入窃盗の認知件数 

■住宅対象侵入窃盗の侵入手段（平成16年1月～6月） 

【一戸建て住宅】 

【マンション等】 

資料：警視庁 

認知件数 

うち住宅 

その他2.8％ 

その他破壊3.3％ 
戸外し1.1％ 

開け放し3.0％ 

施錠設備なし0.6％ 
施錠せず 
32.9％ 

不明5.6％ 施錠開け3.2％ 
錠破り1.2％ 

ガラス破り 
46.2％ 

その他2.4％ 

その他破壊2.4％ 
戸外し0.5％ 

開け放し1.9％ 

施錠設備なし0.3％ 

施錠せず 
19.2％ 

不明7.8％ 

施錠開け20.7％ 

錠破り1.5％ 

ガラス破り 
43.4％ 
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　12月は年末調整の時期です。会社にお勤めの方は、勤務先に控除の申告を行います。今年（平成16
年1月から12月まで）納めた国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象となります。勤務先への申告
をお忘れなく。  
 
控除となるのは、今年中に国民年金保険料を納めた次の場合です。 
　○第1号被保険者として保険料を納めた場合（転職して次の会社に勤めるまでの間に納めた期間など） 
　○過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合 
　○保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合 
　○学生納付特例で猶予された期間を追納した場合 
　○申告者本人と生計が同一である配偶者およびその他の親族の国民年金保険料を納めた場合 

　あなたの周囲には、障害のある人はいますか。障害のある人の多くは、社会の中でいくつもの困難を
抱えています。12月3日から9日は「障害者週間」。すべての人が快適に生活できる社会を実現するた
め、障害のこと、障害のあることについて考えてみませんか。 

◆大切なのは思いやりのこころ   
　障害と一言で言っても、その種類や程度はさまざま。不便に思うことや困っていることも、人によっ
て異なります。  
 
　身体の障害にも、肢体不自由、視覚障害、聴覚・言語障害、内部障害があり、そのほか知的な障害や
精神の障害もあります。また、見ただけでは障害のない人とまったく変わらない人もいます。内臓に障
害がありペースメーカーなどをつけている人の場合、街中でそのことを周囲に伝えるのは、とても難し
いことなのです。電車の優先席に若い人が座っていたとき、あなたはその人をどう思うでしょうか。も
しかしたらその人は、体になんらかの障害を抱える人かもしれません。 
 
　障害のある人に接するとき、あなたはどのように接していますか。自分自身の「障害のある人」に対
する思い込みで接してしまってはいないでしょうか。もしかしたら、あなたが親切心から行ったことが、
相手の心を傷つけてしまうこともあるかもしれません。 
　こうしたとき、大切なのは、まず相手の立場に立って考えることです。 
　困っている人がいたら、どのようなサポートが必要かを聞くこと。そして、相手が望むことを具体的
に実行することが大切です。 

互いに認め、助け合う社会に 
12月3日から9日は「障害者週間」 

平成15年度一般会計決算に対する監査委員意見書要旨　 

「依田窪病院の運営について」の記述について 

国民年金保険料は全額社会保険料控除となります 

　広報武石11月号4ページの記述に一部、住民の皆さ
んに誤解を招きかねない表現がありましたので次のよ
うに補足します。 
　一般会計決算に対する監査委員意見要旨中「依田窪
病院は、一般会計から多額の負担金等を受け入れながら、
赤字体質からなかなか脱却できないでいるのが現状です。」
に、「依田窪病院は赤字決算となっていますが、村など
の一般会計とは違い「公営企業会計」として運営して
います。決算額のうち特に大きなウエイトを占めるも
のに減価償却費があり、15年度決算の中では2億
1,500万円となっております。これは将来、病院を建

て替えるためのいわば貯金（損益勘定留保資金）とい
えるものであり、これを考慮すると約1億6,500万円程
の黒字決算となります。多くの自治体病院が存続すら
危ぶまれる中、依田窪病院は、地域の基幹病院として
の高度な医療をはじめ、保健予防、福祉の増進など地
域住民が安心して暮らせる医療体制を図るとともに、
健全運営を維持するため徹底した経費節減など一企業
としての経済性発揮に努力をしている結果と言えます。
このことは、石橋管理者、三澤院長はじめ職員一丸と
なって経営改善に取り組んだ大きな成果であり、評価
できる決算内容となっています。」と補足します。 
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　今年も、冬将軍がやってくる季節となりました。冬の雪道をよ
り安全に、より快適に利用するために、次のことに注意しましょう。 
 
●冬の道路について 
　冬季は雨が降っても、雪が降っても夜間や早朝になると気温
が下がり道路面は凍結します。凍った路面では人も車も滑りや
すくなり、スリップによる事故が多くなります。 
 ｢雪道はすべりやすい｣まずこのことを認識して、急発進、急加速、
急ハンドル、急ブレーキには注意しましょう。 
 
●除雪にご理解を 
　冬季は夜間に路面が凍結しやすくなります。除雪をていねい
にしたり、融雪剤(塩カル)をいくら散布しても、夏場の路面のよ
うにはなりません。また、融雪剤も環境に配慮して、必要最小
限としなければなりません。除雪に要する費用はみなさんの税
金でまかなわれています。 
 
●雪道でのご協力を 
▼道路に車等を駐車しますと、除雪作業の妨げや交通渋滞をまねきます。 
▼部分的凍結箇所（県道）に砂ポストも用意してあります。す
べり止めのため、砂（塩カル）を自由にお使いください。 
▼各戸の出入口等の除雪作業にご協力ください。 
 
●冬季の道路通行についてのお願い 
　冬季の路面管理には万全を期して対応したいと考えていますが、
費用的、機材的、その他限界があり万全とはいえません。また、
平地部と山岳部では気象状況が違い、平地部では乾燥路面でも、
峠道では凍結しているときが多くあります。 
　凍結、積雪道路においてはスタッドレスタイヤ、タイヤチェ
ーン等の防滑装置の早めの装着と、時間に余裕をもってスピー
ドを控えめにした安全運転に心がけましょう。 
　 
■建設環境課 TEL85‐2793  

★今は禁漁期間中 
　10月1日から翌年2月15日までは、資源保護
のためイワナ等は禁漁期間中です。 
★してはいけない主な漁法 
�川干し漁法 
�バッテリー等により水中に電流を通じてす
　る漁法 
�薬物を使用する漁法 

ルールを守って武石川の自然を大切にしましょう。 

■武石村役場 産業振興課 TEL85-2828

☆水道の凍結にご注意  
　寒さが日に日に厳しくなり、水道の凍結
が心配される季節となりました。水道凍結
防止帯や不凍栓の確認を行い、凍結の防止
をお願いします。古い不凍栓を半開きの状
態にしますと漏水の恐れがありますので、
不凍栓の開閉は最後までキチンと回ったこ
とを確認してください。 
　また、寒さで水道メーターが凍結し破損
してしまうことがあります。破損したメー
ターの交換費用は自己負担となります。こ
のため、メーターボックス内に発泡スチロ
ール等の保温材をぬれないようにビニール 
袋などに入れ、
メーターの保
護をお願いし
ます。 
 

 
 
☆水道メーターボックス周囲の除雪を 
　お願いします  
　各ご家庭の水道使用量を調べるため、メ
ーター検針員が二か月に一度（奇数月の末）、
検針にお伺いしています。 
　冬期間は積雪によりメーターボックスの
位置がわからなかったり、凍結でフタが開
かなかったり等、検針に支障が生じます。 
　積雪のあった時は、メーターボックス周
辺の除雪をお願いします。 

■建設環境課 水道係 TEL85‐2793

ご注意ください 
冬季の水道 

除雪について 
 　　ご理解とご協力を 

遊魚のルール 番所ヶ原スキー場 
リフト料金が変わります 
今シーズンより下記の料金に変更になります。 

■開発公社事務局 TEL85-2829

一日券 3,500 2,800 2,500 

11回券 2,500 2,000 1,800 

 1 回券 250 200 200 

シーズン券 25,000 25,000 15,000

一　般 村内大人 村内小人 
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